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一
、
は
じ
め
に

浄
土
真
宗
を
聞
い
た
親
驚
(
一
一
七
三

i
一
一
一
六

一
一
)
の
没
後
、
約
二

O
O年
で
あ
ら
わ
れ
た
蓮
如
こ

四
一
五

1
一
四
九
九
)
は
、
当
時
参
詣
す
る
人
と
て

少
な
く
、
閑
古
鳥
が
昨
叩
い
て
い
た
本
願
寺
を
急
速
に

膨
張
さ
せ
、
今
日
の
よ
う
な
日
本
最
大
の
宗
教
組
織

に
変
貌
さ
せ
た
。

彼
一
代
で
大
事
業
を
な
し
と
げ
、
一
零
細
教
団
に

す
ぎ
な
か
っ
た
本
願
寺
真
宗
教
団
を
雄
大
な
ス
ケ
ー

ル
に
ま
で
拡
大
さ
せ
た
蓮
如
の
生
涯
は
、
天
才
的
な

組
織
者
、
類
い
ま
れ
な
る
政
治
家
、
あ
る
い
は
企
業

家
、
大
実
業
家
と
し
て
の
活
動
の
連
続
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

そ
れ
ま
で
真
宗
で
勢
力
を
張
っ
て
い
た
の
は
、
官
同

蓮
知
信
仰
の
一
考
察

(一)

田
派
・
仏
光
寺
派
な
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
駆
逐
し
、

現
在
に
い
た
る
ま
で
揺
る
ぎ
な
い
本
願
寺
の
大
繁
栄

の
基
礎
づ
く
り
も
蓮
如
は
推
進
し
て
い
た
。

蓮
如
の
業
績
は
吉
崎
時
代
に
そ
の
す
べ
て
が
集
約

さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
吉
崎
に
お
け
る
わ

ず
か
四
年
と
い
う
短
期
間
に
、
新
し
い
真
宗
教
団
発

展
の
布
石
と
な
る
教
義
の
大
衆
化
、
布
教
の
新
方
式
、

勤
式
の
簡
略
化
な
ど
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

そ
う
し
た
蓮
如
の
布
教
活
動
の
積
極
性
は
、
吉
崎

に
熱
狂
的
な
門
徒
を
群
集
さ
せ
て
い
る
。
後
世
、
一

向
一
授
と
い
う
凄
ま
じ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
だ
し

て
も
い
る
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
端
は
、
加
賀
に

お
い
て
約
一
世
紀
に
わ
た
る
真
宗
門
徒
自
治
国
、
い

わ
ゆ
る
「
百
姓
ノ
持
チ
タ
ル
国
」
を
出
現
さ
せ
て
い

る
ほ
ど
で
あ
お
。

近
世
・
近
代
を
通
じ
て
布
教
者
よ
り
「
真
宗
の
現

在
の
繁
昌
は
、
ひ
と
え
に
グ
真
宗
中
興
の
祖
8

蓮
如

上
人
ご
一
生
の
ご
苦
労
の
お
陰
で
あ
る
。
」
と
事
あ
る

ご
と
に
説
教
さ
れ
る
。

お

ふ

み

ご

ぶ

ん

し

よ

う

ま
た
、
御
文
(
ま
た
は
御
文
章
と
も
い
う
。
本
稿

で
は
、
御
文
〈
章
〉
と
あ
ら
わ
す
。
)
の
朗
読
も
説
教

や
法
座
の
後
に
お
ご
そ
か
に
な
さ
れ
る
。

御
文
(
章
)
と
は
、
蓮
如
の
時
代
に
大
い
に
流
行

し
て
い
た
仮
名
法
語
形
式
に
よ
る
手
紙
で
あ
る
。
個

人
宛
と
い
う
よ
り
講
と
い
う
集
団
へ
の
手
紙
を
、
士
口

崎
時
代
精
力
的
に
書
き
与
え
て
い
る
。
後
世
大
量
に

版
本
と
し
て
印
刷
さ
れ
、
今
だ
に
門
徒
の
仏
壇
内
に

大
切
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
事
の
時
な

ど
に
必
ず
拝
読
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
目
(
視
覚
)
か
ら
も
耳
(
聴

覚
)
か
ら
も
真
宗
の
教
説
(
蓮
如
の
教
説
と
い
い
か

え
て
も
よ
い
)
が
門
徒
の
心
に
響
い
て
く
る
の
で
あ

る
。
い
わ
ば
、
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

布
教
伝
道
で
あ
り
、
宗
教
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
作
戦
と

い
、
え
ヲ
hv
。

こ
の
く
り
か
え
し
の
効
果
は
大
変
な
も
の
で
あ
ろ

う
。
蓮
如
に
対
す
る
特
別
な
宗
教
的
感
動
が
生
ま
れ
、

蓮
如
へ
の
親
近
感
・
愛
着
心
が
育
っ
て
も
不
思
議
で

は
な
か
ろ
、
7
0

い
わ
ゆ
る
『
妙
好
人
伝
』
に
載
せ
ら
れ
た
篤
信
の

信
者
た
ち
も
、
御
文
(
章
)
の
教
え
を
心
の
さ
さ
え

と
し
て
、
説
教
の
く
り
か
え
し
の
中
か
ら
育
て
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
布
教
者

1
僧
と
門
徒

1
俗

と
の
聞
に
蓮
如
へ
の
信
仰
が
培
わ
れ
続
け
た
も
の
だ
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ヲつ、
7
。

蓮
如
の
組
織
力
・
政
治
力
あ
る
い
は
経
済
力
を
見

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
的
魅
力
を
ひ
き
だ
す
人
は
多

い
だ
ろ
う
が
、
蓮
如
を
別
の
面
か
ら
と
ら
え
直
し
て

み
る
の
も
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
「
レ
ン
ニ
ョ
サ
ン
L

と
い
う
年

中
行
事
を
通
し
て
、
ま
た
、
蓮
如
伝
記
・
蓮
如
伝
説

か
ら
見
た
蓮
如
信
仰
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
描
い
て

い
こ
、
7
。

江
戸
時
代
中
期
の
経
世
家
太
宰
春
台
は
、
そ
の
著

書
『
聖
学
門
答
』
巻
下
に
お
い
て
、

一
向
ノ
門
徒
ハ
、
弥
陀
一
仏
ヲ
信
ズ
ル
コ
ト
専

ニ
シ
テ
、
他
ノ
仏
神
ヲ
信
ゼ
ズ
。
如
何
ナ
ル
事
ア

リ
テ
モ
、
祈
樽
ナ
ド
ス
ル
コ
ト
無
ク
、
病
苦
ア
リ

テ
モ
呪
術
・
符
水
ヲ
用
ヒ
ズ
。
愚
ナ
ル
小
民
・
婦

女
・
奴
稗
ノ
類
マ
デ
、
皆
然
ナ
リ
。
是
親
驚
氏
ノ

ち

か

ら

《
2
}

教
ノ
カ
ナ
リ
。

と
一
向
宗
す
な
わ
ち
真
宗
の
一
仏
崇
拝
・
一
仏
信
仰

に
驚
嘆
し
て
い
る
。
「
門
徒
も
の
知
ら
ず
」
と
い
う
諺

は
こ
こ
か
ら
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
太
宰
春
台
が

見
た
よ
う
に
、
真
宗
の
門
徒
は
民
俗
信
仰
的
な
も
の

を
信
ぜ
ず
、
ま
た
知
ろ
う
と
も
せ
ず
、
純
粋
に
真
宗

信
仰
の
世
界
に
生
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
真
宗
の
門
徒
に
し
て
も
日
本
民
俗
学
の
創

始
者
で
あ
る
柳
田
国
男
流
に
い
え
ば
「
常
民
L

の一

人
で
あ
る
。
常
民
と
は
、
文
字
通
り
通
常
の
民
衆
、

大
多
数
の
民
衆
と
解
せ
る
。
日
本
人
個
有
の
民
俗
習

慣
な
ど
は
、
真
宗
の
弥
陀
イ
ツ
ポ
ン
宗
旨
の
影
に
隠

れ
な
が
ら
も
見
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
民
俗
資
料
の
採
訪
は
真
宗
信
仰
の
厚
い
地

域
で
は
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
日
本
古
来

の
民
俗
信
仰
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
形

を
変
え
な
が
ら
も
真
宗
習
俗
の
中
に
生
き
続
け
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
真
宗
信
仰
の
中
に
も

民
俗
信
仰
的
要
素
は
多
分
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
真
宗
独
自
の
民

俗
信
仰
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
考
え
る
。

真
宗
独
自
の
習
俗
と
い
わ
れ
る
「
報
恩
講
」
に
し

て
も
、
そ
の
他
の
年
中
行
事
に
し
て
も
、
子
細
に
な

が
め
て
み
る
と
民
俗
宗
教
・
民
俗
行
事
と
深
い
関
わ

り
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
研
究
が
発
表
さ

れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
点
を
考
慮
に
い
れ
な
が
ら
、
論
を
進
め

て
み
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
蓮
知
と
そ
の
当
時
の
門
徒

の
動
向
、
特
に
信
仰
意
識
面
に
注
意
を
向
け
て
み
よ

、『ノ

二
、
蓮
如
は
砂
生
き
仏
。
だ
っ
た

本
願
寺
教
団
は
蓮
如
の
書
い
た
寸
御
文
(
章
)
」
を

常
に
拝
読
し
、
蓮
如
の
定
め
た
「
正
信
偽
和
讃
L

の

勤
行
を
今
日
に
い
た
る
ま
で
続
け
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
親
驚
の
教
団
と
い
う
よ
り
は
、
グ
蓮
如
教
因
。
と

い
う
性
格
を
も
つ
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
と
い
え
よ

、つノ

蓮
如
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
し
か
真
宗
を

語
り
、
ま
た
、
親
驚
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
時
期
が
長
か
っ
た
の
で
あ
る
。

蓮
如
に
対
す
る
思
い
入
れ
、
蓮
如
の
偉
業
に
対
す

み
よ
う
だ
い

る
感
謝
、
宗
祖
親
鷲
の
名
代
と
し
て
敬
め
る
こ
と
、

な
ど
な
ど
、
こ
れ
ら
の
信
仰
的
感
情
が
真
宗
信
仰
の

世
界
に
没
入
さ
せ
る
こ
と
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
蓮
如
に
対
す
る

か
な
め

信
仰
は
真
宗
信
仰
の
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
真
宗
信

仰
の
紐
帯
と
い
え
ま
い
か
。

真
宗
の
教
え
は
、
「
ひ
と
え
に
弥
陀
を
タ
ノ
ミ
念
仏

し
て
極
楽
往
生
を
願
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

「
ひ
と
え
に
タ
ノ
ム
」
と
は
絶
対
他
力
の
世
界
で
あ

る
。
弥
陀
一
仏
の
お
救
い
に
あ
ず
か
る
の
だ
と
い
う

l

八
聞
の
ハ
カ
ラ
イ
な
ど
一
つ
も
な
い
世
界
で
あ
る
。

こ
の
単
純
と
い
え
ば
単
純
な
教
え
を
越
前
の
地
に
広
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め
た
の
は
や
は
り
蓮
如
で
あ
ろ
う
。

越
前
に
お
け
る
真
宗
の
教
線
は
、
蓮
如
以
前
か
ら

如
導
・
信
性
な
ど
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
て
お
り
、
三

河
糸
の
念
仏
教
団
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
蓮

如
は
そ
れ
ら
を
吸
収
合
併
し
て
し
ま
い
、
越
前
ひ
い

て
は
北
陸
の
地
を
本
願
寺
系
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

蓮
如
が
越
前
国
細
呂
宜
郷
吉
崎
に
御
坊
を
構
え
た

の
は
文
明
三
年
(
一
四
七
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
長

禄
元
年
(
一
四
五
七
)
に
本
願
寺
第
八
代
法
王
(
正

唱
。
み
9

2

U
義
C

式
に
は
留
守
職
)
に
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
長
い
雌

伏
の
末
就
任
す
る
と
、
蓮
如
は
部
屋
住
み
期
間
に
充

電
し
た
宗
学
を
は
き
だ
す
よ
う
に
、
一
気
に
精
力
的

活
動
を
始
め
た
。
ま
た
た
く
聞
に
近
畿
地
方
を
中
心

に
門
徒
を
広
く
獲
得
し
た
い
う
た
。
そ
れ
ま
で
、

ジ
ン

御
本
寺
様
ハ
人
セ
キ
タ
へ
テ
、
参
詣
ノ
人
一
人

モ
ミ
エ
サ
セ
タ
マ
ハ
ス
。
サ
ヒ
/
L、
、
ト
ス
ミ
テ
オ

ハ
、
ン
マ
ス
。

と
ま
で
い
わ
れ
た
本
願
寺
を
再
建
す
る
こ
と
が
、
生

き
別
れ
に
な
っ
た
生
母
よ
り
課
せ
ら
れ
た
使
命
で

あ
っ
た
と
伝
え
る
。
彼
女
は
、
蓮
如
の
父
存
如
の
召

使
い
を
し
て
い
た
女
性
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
生

母
が
今
生
の
別
れ
の
記
念
と
し
て
書
か
せ
た
と
い
う

蓮
知
信
仰
の
一
考
察

(ー)

「
鹿
の
子
の
御
影
」
は
今
で
も
超
勝
寺
に
伝
わ
る
。

そ
の
縁
で
当
寺
に
お
い
て
「
蓮
如
忌
」
が
行
わ
れ
て

い
る
と
い
、
7
。

蓮
如
の
積
極
的
な
布
教
に
よ
っ
て
本
願
寺
の
門
徒

は
次
第
に
増
加
し
て
い
く
。
こ
れ
を
不
満
に
思
っ
た

叡
山
衆
徒
は
、
蓮
如
が
無
碍
光
流
の
邪
義
を
広
め
て

い
る
と
し
て
、
寛
正
六
年
(
一
四
六
五
)
本
願
寺
を

急
襲
し
坊
舎
を
破
却
し
た
。

あ
や
う
く
本
願
寺
を
逃
れ
た
蓮
如
は
、
河
内
・
近

江
の
各
地
を
転
々
と
し
て
い
た
が
、
文
明
三
年
吉
崎

に
来
住
し
、
北
陸
ひ
い
て
は
全
国
へ
の
布
教
の
基
盤

づ
く
り
を
推
し
進
め
た
。
蓮
如
は
吉
崎
に
お
い
て

次
々
に
布
教
の
新
機
軸
を
打
ち
出
し
て
い
っ
た
。

ま
ず
、
御
文
(
章
)
と
い
う
レ
タ

l
作
戦
で
伝
道

布
教
に
力
を
注
い
だ
。
御
文
(
章
)
と
は
、
当
時
の

一
文
不
知
の
庶
民
に
も
分
か
り
ゃ
す
く
簡
潔
に
浄
土

真
宗
の
教
、
ぇ

1
宗
祖
親
驚
の
教
え
を
説
い
た
も
の
で

あ
る
。
吉
崎
時
代
ま
で
は
わ
ず
か
に
数
通
し
か
出
し

て
い
な
い
が
、
士
口
崎
時
代
以
後
は
飛
躍
的
に
増
加
さ

せ
、
約
八

O
通
の
多
き
に
達
し
て
い
る
と
い
冗
。
門

徒
教
化
の
最
大
の
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
蓮
如
は
延
暦
寺
の
一
末
寺
と
し
て
勤
め
て

い
た
「
六
時
礼
讃
」
を
取
り
や
め
て
、
本
願
寺
が
延

暦
寺
よ
り
独
立
し
た
宗
円
で
あ
る
と
宣
言
す
る
か
の

よ
う
に
、
仏
前
の
お
勤
め
に
「
正
信
偽
・
和
讃
」
を

採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

六
時
礼
讃
と
は
、
昼
夜
六
回
(
早
朝
・
日
中
・
日

没
・
初
夜
・
中
夜
・
後
夜
の
六
時
)
仏
徳
を
讃
嘆
す

る
た
め
に
「
往
生
礼
讃
偽
し
を
修
す
る
行
法
で
あ
る
。

正
信
備
は
、
親
驚
の
主
著
『
教
行
信
証
』
の
行
巻

未
に
著
わ
さ
れ
た
六

O
行
二
一

O
句
か
ら
な
る
偽
文

で
、
漢
文
で
室
田
か
れ
た
真
宗
の
正
意
と
教
義
相
伝
の

歴
史
を
顕
し
た
も
の
で
あ
る
。

和
讃
も
親
驚
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
。
仮
名
交
り
文

で
書
か
れ
た
真
宗
信
仰
の
讃
歌
で
あ
る
。

正
信
偽
・
和
讃
を
詠
い
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
た

と
え
字
が
読
め
な
く
て
も
、
無
学
で
あ
っ
て
も
、
と

も
に
念
仏
の
喜
ぴ
を
分
か
ち
あ
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。

よ
り
効
果
的
に
伝
達
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
正
信

偽
・
和
讃
を
開
板
刊
行
し
た
。
文
明
五
年
(
一
四
七

予」

A
J
、レ

一
二
)
の
こ
と
で
あ
る
。
真
宗
聖
典
刊
行
の
鳴
矢
で
あ
っ

た

さ
ら
に
、
蓮
如
は
名
号
も
大
量
に
書
き
与
え
て
い

る
。
存
如
時
代
ま
で
授
与
し
て
い
た
紺
地
金
泥
の
無

碍
光
本
尊
を
や
め
、
白
紙
に
墨
書
し
た
九
字
(
南
無
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不
可
思
議
光
如
来
)
・
十
字
(
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如

来
)
・
六
字
(
南
無
阿
弥
陀
仏
)
の
名
号
本
尊
を
多
く

書
い
て
い
封
。
特
に
六
字
名
号
が
最
も
多
か
っ
た
。

現
在
県
内
に
多
く
の
蓮
如
真
筆
と
伝
え
る
六
字
名
号

が
残
っ
て
い
る
の
は
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
。

こ
の
よ
う
な
布
教
に
よ
っ
て
、
吉
崎
に
は
北
陸
を

は
じ
め
東
海
・
関
東
・
奥
羽
な
ど
の
遠
国
か
ら
多
数

の
人
々
が
群
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
門
前
の
大
通

り
を
は
さ
ん
で
「
多
屋
」
と
い
う
宿
坊
が
ず
ら
り
と

並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
吉
崎
時
代
以
降
、
本
願
寺

教
団
は
発
展
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

当
時
士
口
崎
に
お
い
て
は
、

加
州
能
登
越
中
両
三
国
ノ
ア
ヒ
タ
ヨ
リ
道
俗
男

女
群
ヲ
ナ
シ
テ
、
コ
ノ
吉
崎
ノ
山
中
ニ
参
説

し
て
お
り
、

此
山
中
ニ
経
廻
ノ
、
道
俗
男
女
ソ
ノ
数
幾
千
万

ト
イ
フ
事
ナ
シ

と
い
、
マ
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
こ
の
状
況
を
蓮
如
は

次
の
よ
う
に
当
惑
も
し
、
喜
び
も
し
て
い
た
。

コ
ト
ニ
加
賀
越
中
越
後
信
濃
出
羽
奥
州
六
ヶ
国

ヨ
リ
、
カ
ノ
門
下
中
コ
ノ
当
山
へ
道
俗
男
女
参
詣

ヲ
イ
タ
シ
、
群
集
セ
シ
ム
ル
ヨ
シ
、
ソ
ノ
キ
コ
エ

カ
ク
レ
ナ
シ
。
コ
レ
末
代
ノ
不
思
議
ナ
日

士
口
崎
の
御
坊
に
群
集
す
る
門
信
徒
の
中
に
は
、

在
家
止
住
ノ
ツ
ミ
フ
カ
キ
身
カ
(
中
略
)
信
心

決
定
シ
テ
マ
コ
ト
ニ
極
楽
往
生
治
定
ト
、
コ
コ
ロ

エ
タ
ラ
ン
身
ハ
、
ソ
ノ
ア
リ
カ
タ
サ
ノ
ア
マ
リ
、

報
謝
ノ
タ
メ
ニ
足
手
ヲ
ハ
コ
ヒ
、
マ
夕
、
当
山
ニ

安
置
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
本
尊
、
ナ
ラ
ヒ
ニ
、
関
山
ノ

御
影
へ
モ
マ
イ
リ
、
マ
夕
、
ワ
レ
ラ
ナ
ン
ト
ニ
モ

対
面
ヲ
ト
ケ
斗

と
し
て
来
て
い
る
熱
心
な
門
徒
の
他
に
、

ナ
ニ
ノ
分
別
モ
ナ
ク
、
タ
タ
ヒ
ト
マ
ネ
ハ
カ
リ

円同〉

ニ
キ
グ
ラ
ン
ト
モ
カ
一
フ

も
参
詣
群
集
し
て
き
て
い
た
。
蓮
如
は
後
者
に
対
し

て、

ワ
ガ
マ
エ
エ
キ
タ
ラ
ン
ス
ル
ヨ
リ
ハ
、
山
野
ノ

墓
原
へ
ユ
キ
テ
、
五
輪
率
都
婆
ヲ
オ
カ
ミ
タ
ラ
ン

ス
ル
ハ
、
マ
コ
ト
ニ
モ
テ
、
ソ
ノ
利
益
モ
ア
ル
へ

、ン
と

サトテ・ 強
ラ、、当く

ニモ 予・山つ
モテニ ・へき
テノ対・ナ・は

ホ面・ニ・な
タカシ・ノ・し
フナテ・コ・て
ト ケ 、コ・い

(キキ手・ロ・る
傍スオヲ・エ・
点カモア・モ・ま
筆タフハ・ナ・た
者モトセ・キ・
)ナコオ・ヒ・

シ2ロカ・卜・
ナメ・キ・
リ ル・タ・

コリ・

と
誠
め
て
い
る
。

長
々
と
蓮
如
自
身
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
蓮

如
の
元
に
種
々
の
人
々
が
群
集
す
る
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
何
の
心
得
も

な
い
者
が
来
て
、
私
と
対
面
し
て
手
を
合
わ
せ
て
拝

む
し
と
い
う
傍
点
の
部
分
で
あ
る
。
吉
崎
の
御
坊
に

ひ
き
も
き
ら
ず
に
群
集
す
る
門
信
徒
は
、
あ
る
種
の

宗
教
的
感
動
を
覚
え
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
蓮
如
の

説
法
に
接
し
法
悦
に
浸
り
き
っ
た
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
故
佐
々
木
孝
正
氏
は
、
そ
こ
に
蓮
如
が
群

集
す
る
人
々
に
よ
っ
て
「
生
き
仏
」
と
し
て
礼
拝
さ

れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
た
時
、
蓮
如
が
本
願
寺
教
団

内
に
お
い
て
ま
さ
し
く
親
驚
の
血
統
と
法
脈
を
と
も

に
受
け
継
い
だ
絶
対
的
権
威
者
と
し
て
意
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
一
部
の
門
信
徒
の
聞
に
は
「
生

き
仏
l
生
き
神
L

と
し
て
礼
拝
・
信
奉
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
考
、
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

御
堂
衆
、
信
心
イ
カ
ニ
モ
ヨ
ク
ト
ラ
レ
テ
候
ラ

ン
ト
、
田
舎
ノ
人
ハ
イ
キ
ホ
ト
ケ
ノ
ヨ
ウ
ニ
オ
モ

フ
ナ
リ
、
シ
カ
ル
ニ
無
道
心
ナ
リ
、
ア
サ
マ
シ
事

(
日
)

ナ
リ
。

と
御
堂
衆
(
本
山
の
御
堂
の
仏
事
一
般
を
勤
仕
し
差

配
す
る
職
を
い
う
)
に
対
し
て
堅
固
な
信
心
を
獲
れ

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



61 

よ
と
蓮
如
は
誠
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
蓮
如
は
自

分
を
、
ま
た
自
分
を
取
り
巻
く
僧
達
を
「
生
き
仏
」

と
し
て
拝
む
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

蓮
如
個
人
の
意
志
と
は
別
に
、
門
信
徒
の
な
か
に
は

極
め
て
原
始
的
な
人
神
の
観
念
が
意
識
の
底
辺
に
存

在
し
て
お
り
、
「
生
き
仏
し
と
し
て
拝
ん
で
し
ま
う
こ

と
に
注
意
を
は
ら
う
必
要
が
あ
ろ
沌
。
「
人
神
(
冨
田
口

l
A
U
0
8
L

の
観
念
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
神
と
は
、
人
聞
が
生
前
ま
た
は
死
後
、
神
と
考

え
ら
れ
和
ら
れ
る
信
仰
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
人

神
は
、
大
別
し
て
二
つ
の
類
型
が
あ
る
。
一
つ
は
、

人
が
死
後
人
神
に
化
し
た
場
合
で
あ
る
。
他
は
、
人

が
生
前
よ
り
人
神
に
化
し
た
場
合
で
あ
る
。
前
者
は
、

寸
御
霊
信
仰
」
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
神
社
に
組
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
後
者
は
、
さ
ら
に
三
種
類
に
分
け

ら
れ
る
。
第
一
類
は
、
一
時
的
な
人
神
と
い
え
る
存

在
で
あ
る
。
第
二
類
は
、
仮
装
神
人
と
分
類
さ
れ
る

人
達
を
い
う
。
さ
ら
に
第
三
類
は
、
生
前
に
杷
ら
れ

る
生
組
と
な
る
人
神
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
背
後

に
は
世
俗
的
な
権
力
か
ら
生
じ
た
一
一
穫
の
権
威
信
仰

の
あ
る
こ
と
が
第
三
類
の
特
徴
で
あ
将
。

第
三
類
の
概
念
が
蓮
如
信
仰
に
通
ず
る
も
の
で
あ

蓮
如
信
仰
の
一
考
察

る
と
考
え
ら
れ
る
。
蓮
如
の
説
教
を
聞
く
た
め
に
群

参
す
る
門
信
徒
を
停
め
る
御
文
(
章
)
を
出
し
て
い

る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
今
で
い
う
ス
タ

l
に
集
ま
る

フ
ァ
ン
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
思
い
な
か
ば
に
す

ぎ
る
で
あ
ろ
う
。

生
組
の
人
神
に
一
種
の
権
威
信
仰
が
見
ら
れ
る
と

い
う
指
摘
は
カ
リ
ス
マ
的
人
格
の
発
露
と
考
え
て
も

よ
さ
そ
、
つ
で
あ
る
。

カ
リ
ス
マ
性
と
は
、
人
を
引
き
つ
け
る
強
い
個
性
、

魅
力
を
持
っ
た
人
、
あ
る
い
は
、
非
常
な
統
率
力
そ

持
っ
た
人
を
い
う
。
蓮
如
の
場
合
も
こ
う
し
た
性
格

は
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
先
に
引
用
し
た
御

文
(
章
)
に
見
つ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
世
の
蓮
如

伝
を
見
て
も
、
蓮
如
を
理
想
化
・
カ
リ
ス
マ
化
す
る

(mv 

傾
向
が
強
く
出
て
い
る
と
す
る
研
究
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
蓮
如
は
生
前
よ
り
門
信
徒
の
信
仰
の

対
象
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
傾
向
は
彼
の

晩
年
・
死
後
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、

御
往
生
ノ
後
御
堂
へ
入
申
テ
、
聖
人
ノ
御
前
ニ

テ
人
ニ
モ
見
セ
ヨ
、
ト
御
遺
言
ニ
仰
候
キ
。
廿
五

ノ
晩
景
ニ
数
万
人
ヲ
カ
ミ
タ
テ
マ
ツ
崎
。

と
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
、
遺
体
を
生
き
る
が
ご
と
く

御
堂
で
対
面
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
蓮
如
伝
の
表
現

を
借
り
れ
ば
、
「
権
者
の
仁
L

・
「
親
驚
の
化
身
」
(
『
蓮

如
上
人
遺
徳
記
』
)
・
寸
観
音
の
化
身
」
(
『
蓮
如
尊
師
行

状
記
』
)
な
ど
と
し
て
崇
拝
を
集
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
蓮
如
信
仰
は
育
っ
て
い
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

蓮
如
の
カ
リ
ス
マ
的
人
格
は
後
世
の
歴
代
法
王
に

も
及
ぶ
こ
と
と
な
る
。
世
襲
的
カ
リ
ス
マ
と
い
う
、

強
大
な
絶
対
的
権
威
者
と
し
て
真
宗
門
徒
の
上
に
君

臨
す
る
よ
う
に
な
る
。
蓮
如
自
身
が
っ
く
り
成
長
さ

せ
て
き
た
真
宗
本
願
寺
教
団
に
お
い
て
、
カ
リ
ス
マ

的
な
法
王
を
頂
点
、
と
し
た
教
団
支
配
と
、
教
化
層
、

僧
侶
達
の
く
り
か
え
し
の
教
化
・
布
教
の
も
と
、
蓮

如
自
身
が
崇
敬
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
蓮
如
に
対
す
る
信
仰
は
、
真
宗
信
仰

に
お
け
る
精
神
的
中
核
と
し
て
、
ま
た
、
真
宗
宗
祖

み
よ
う
だ
い

親
驚
の
名
代
と
し
て
、
永
く
門
信
徒
、
庶
民
の
心
の

中
に
生
き
続
け
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

庶
民
側
の
蓮
如
信
仰
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
年
中
行

事
の
一
つ
に
「
レ
ン
ニ
ョ
サ
ン
」
が
あ
る
。
「
レ
ン
ニ
ヨ

サ
ン
」
と
は
、
蓮
如
御
影
の
巡
行
を
指
す
が
、
以
下
、

福
井
県
内
に
お
け
る
寸
レ
ン
ニ
ョ
サ
ン
」
を
描
い
て

い
こ
う
。
な
お
、
蓮
知
の
法
嗣
で
あ
る
教
如
や
乗
如
・

達
如
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
御
影
巡
行
が
そ
れ
ぞ
れ
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報
告
さ
れ
て
い
弱
。

寸
レ
ン
ニ
ヨ
サ
ン
L

と
こ
れ
ら
の
行
事
を
比
較
研

究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
宗
と
民
俗
の
関
わ
り
を

地
域
差
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
今
後
の
研
究
を
待
ち
た
い
。

=
一
、
ニ
つ
の
「
レ
ン
ニ
ヨ
サ
ン
」

毎
年
、
春
の
四
月
二
十
三
日
か
ら
五
月
二
日
ま
で

土
口
崎
両
別
院
で
執
行
さ
れ
る
「
蓮
如
忌
」
に
あ
た
っ

て
、
京
都
の
東
本
願
寺
か
ら
特
別
に
下
向
さ
れ
る
蓮

如
御
影
が
あ
る
。
京
都
、
吉
崎
間
約
一
六

0
キ
ロ
に

も
及
ぶ
道
程
を
、
現
在
で
も
す
べ
て
徒
歩
で
巡
行
し

て
い
る
。

こ
の
真
宗
大
谷
派
の
蓮
如
御
影
道
中
を
、
人
々
は

「
レ
ン
ニ
ョ
サ
ン
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
び
慣
わ

し
て
い
る
。
正
式
に
は
「
蓮
如
上
人
御
影
像
御
下
向

(
あ
る
い
は
御
上
洛
)
道
中
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

か
つ
て
、
テ
レ
ビ
で
二
度
ほ
ど
放
送
さ
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
関
係
で
、
割
合
広
く
知
ら
れ

た
春
の
年
中
宗
教
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
行
事

の
調
査
報
告
も
こ
れ
ま
で
か
な
り
出
さ
れ
、
そ
の
実

態
な
ど
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
話
。

と
こ
ろ
が
、
福
井
県
の
「
レ
ン
ニ
ヨ
サ
ン
L

は
も

う
一
つ
あ
る
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
も
「
レ
ン
ニ
ヨ

三
四
巻
四
号

サ
ン
」
が
、
今
で
も
連
綿
と
し
て
続
い
て
い
る
の
で
そ
れ
で
は
、
大
谷
派
の
「
レ
ン
ニ
ョ
サ
ン
L

か
ら

あ

る

。

描

写

し

て

い

こ

う

。

す

で

に

こ

の

行

事

に

つ

い

て

多

毎
年
七
月
初
め
に
吉
崎
、
福
井
聞
を
巡
行
す
る
蓮
く
の
先
輩
諸
氏
の
著
書
・
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る

如
御
影
が
あ
る
。
七
月
三
日
か
ら
十
一
日
ま
で
に
行
が
、
こ
の
興
味
の
尽
き
な
い
真
宗
習
俗
を
私
な
り
に

さ
ん
ご
う

わ
れ
る
本
願
寺
派
福
井
別
院
で
の
「
蓮
如
上
人
讃
仰
再
ぴ
描
い
て
い
こ
う
。

法
要
」
に
あ
た
っ
て
、
吉
崎
か
ら
福
井
ま
で
の
約
四
筆
者
は
、
こ
の
年
中
行
事
ゆ
か
り
の
寺
に
生
ま
れ

0
キ
ロ
の
道
中
を
巡
る
も
の
で
あ
る
。
た
も
の
で
あ
る
。
幼
き
頃
よ
り
、
「
蓮
如
上
人
様
お
通

本
願
寺
派
の
も
の
は
、
現
在
で
は
御
輿
が
車
両
に
り
」
と
呼
ぶ
先
触
れ
の
マ
イ
ク
の
声
に
心
が
弾
ん
だ

乗
せ
ら
れ
て
走
り
去
る
よ
う
に
運
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
の
で
あ
る
。
毎
年
、
同
じ
日
時
に
訪
れ
る
輿
に
乗

ゃ
、
毎
年
ほ
ぽ
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
巡
る
と
い
う
運
営
せ
ら
れ
た
「
蓮
如
さ
ん
」
を
、
必
ず
一
つ
前
の
立
寄

方
法
が
と
ら
れ
て
い
て
、
あ
る
程
度
限
ら
れ
た
門
徒
地
ま
で
自
転
車
の
ぺ
、
タ
ル
を
踏
ん
で
お
迎
え
し
た
こ

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
、
割
合
と
が
長
く
続
い
た
。

世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
看
し
か
し
、
当
時
は
蓮
如
の
遺
体
そ
の
も
の
(
ミ
イ

見
の
限
り
調
査
報
告
は
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ラ
仏
の
よ
う
な
も
の
)
が
運
ば
れ
て
く
る
と
信
じ
て

大
谷
派
の
「
レ
ン
ニ
ョ
サ
ン
し
は
、
去
る
昭
和
四
お
り
、
親
し
み
を
覚
え
て
い
た
も
の
の
一
種
独
特
の

十
六
年
に
、
ま
た
、
本
願
寺
派
の
も
の
は
、
こ
の
昭
近
寄
り
難
さ
を
感
じ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

和
六
十
三
年
に
そ
れ
ぞ
れ
随
行
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
不
思
議
に

で
、
今
回
両
派
の
「
レ
ン
ニ
ョ
サ
ン
」
を
比
較
検
討
思
っ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
蓮
如
の
御
影
(
い
わ
ゆ
る
絵
像
で
あ
る
。
寿
像
・

り
、
福
井
県
す
な
わ
ち
越
前
に
お
け
る
真
宗
の
発
展
真
影
と
も
い
う
。
)
が
、
京
都
か
ら
吉
崎
ま
で
を
往
復

を
蓮
如
信
仰
と
い
う
視
点
で
と
ら
え
直
す
こ
と
が
で
す
る
の
だ
と
分
か
っ
た
時
の
喜
ぴ
は
、
次
第
に
全
行

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
が
本
稿
を
し
程
を
ど
う
し
て
も
知
り
た
い
と
い
う
願
望
に
な
っ
て

た

た

め

る

一

つ

の

理

由

と

な

る

。

い

っ

た

。

長

じ

て

後

、

宗

門

の

大

学

に

入

学

す

る

に
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そ
し
て
、
全
行
程
の
随
行
が
叶
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
当
時
の
随
行
員
の
人
々
の
ご
好
意
に
感
謝
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
参
加
申
込
み
の
時
点
の

十
一
月
で
は
、
す
で
に
随
行
の
メ
ン
バ
ー
は
決
定
済

み
で
あ
っ
た
。
出
発
時
刻
に
東
本
願
寺
へ
行
け
ば
何

と
か
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
東
本
願
寺
の
正

面
へ
詰
め
か
け
た
。
そ
し
て
、
無
理
に
随
行
し
て
し

ま
っ
た
。
二
日
目
以
降
の
随
行
を
全
員
一
致
で
快
諾

し
て
い
た
だ
き
、
吉
崎
ま
で
の
道
中
を
無
事
に
完
遂

で
き
た
の
で
あ
る
。

全
過
程
を
卒
論
に
仕
上
げ
る
と
い
う
前
提
の
随
行

で
あ
っ
た
の
で
、
往
復
路
を
一
年
で
巡
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
っ
た
。
普
通
、
随
行
は
下
向
・
上
洛
の
い

ず
れ
か
一
方
し
か
許
き
れ
な
い
。
二
年
に
わ
た
っ
て

往
復
路
の
ワ
ン
セ
ッ
ト
が
成
立
す
る
。
ま
た
、
随
行

メ
ン
バ
ー
は
下
向
、
上
洛
で
完
全
に
入
れ
替
わ
る
の

で
あ
る
。三

の
ハ
門
大
谷
派
の
「
レ
ン
ニ
ヨ
サ
ン
」

福
井
県
の
北
端
部
、
石
川
県
と
の
県
境
近
く
、
金

津
町
吉
崎
に
あ
る
本
願
寺
東
別
院
に
お
い
て
、
毎
年

蓮
如
信
仰
の
一
考
察

←) 

四
月
二
十
三
日
か
ら
五
月
二
日
に
か
け
て
蓮
如
忌
が

厳
修
さ
れ
る
。
別
院
前
の
高
札
に
は
、
「
蓮
如
上
人
御

忌
法
要
」
・
「
慧
燈
大
師
御
忌
」
な
ど
と
掲
げ
ら
れ
、

真
宗
中
興
の
祖
蓮
如
の
遺
徳
を
偲
ぶ
法
要
が
十
日
間

連
日
連
夜
い
と
な
ま
れ
る
。

「
蓮
如
忌
」
は
、
一
般
に
は
「
レ
ン
ニ
ョ
サ
ン
」

と
か
、
「
蓮
如
御
忌
L

・
「
吉
崎
御
忌
」
な
ど
と
も
呼
ば

れ
親
し
ま
れ
て
き
た
。
「
吉
崎
祭
」
と
い
わ
れ
た
時
期

〔幻》

も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

蓮
如
忌
の
期
間
中
、
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
吉
崎
東

別
院
の
境
内
は
、
一
生
に
一
度
は
吉
崎
へ
お
詣
り
さ

せ
て
も
ら
わ
ね
ば
と
集
ま
っ
て
こ
ら
れ
る
大
勢
の
真

宗
門
徒
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
。
近
郷
近
在
を
は
じ
め
、

北
陸
各
地
、
さ
ら
に
は
全
国
各
地
か
ら
の
善
男
善
女

で
門
前
市
を
な
す
賑
わ
い
を
呈
す
る
。
境
内
の
か
た

す
み
に
あ
る
宝
物
館
で
は
、
種
々
の
宝
物
が
拝
観
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

近
く
の
民
家
は
、
臨
時
宿
泊
所
に
早
変
わ
り
し
、

露
屈
が
多
数
軒
を
並
べ
、
勤
行
や
法
座
の
途
中
で
も

別
院
前
の
道
路
は
人
の
波
で
ご
っ
た
が
え
す
と
い
、
九
。

隣
り
合
わ
せ
の
本
願
寺
派
吉
崎
別
院
・
願
慶
寺
へ
も

参
拝
・
参
詣
の
足
は
伸
び
て
い
る
。

一
昔
前
ま
で
は
、
参
詣
者
が
北
潟
湖
を
舟
に
揺
ら

れ
て
往
来
し
た
と
い
う
。
去
る
昭
和
六
十
二
年
四
月

二
十
九
日
に
「
吉
崎
舟
参
り
」
の
往
年
の
情
緒
が
再

現
さ
れ
た
。

7
北
潟
湖
に
春
の
風
物
詩
。
が
三
十
数

年
ぶ
り
に
復
活
し
た
し
と
い
う
新
商
記
事
を
読
ま
れ

た
方
も
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

蓮
如
忌
以
外
の
時
期
に
は
、
ほ
と
ん
ど
参
詣
す
る

人
も
な
い
。
た
だ
、
宝
物
の
拝
観
に
訪
れ
る
観
光
客

が
ち
ら
ほ
ら
山
門
の
階
段
を
登
っ
て
い
く
に
と
ど
ま

る
。
そ
ん
な
吉
崎
東
別
院
に
蓮
如
忌
の
期
間
中
ど
う

し
て
た
く
さ
ん
の
門
徒
が
参
集
し
て
く
る
の
だ
ろ
う

カ
参
詣
の
お
年
寄
り
に
お
話
を
伺
う
と
、
「
蓮
如
き
ん

に
お
会
い
で
き
る
か
ら
し
と
か
、
「
今
年
も
ま
た
蓮
如

さ
ま
と
お
話
が
で
き
る
か
ら
し
な
ど
と
、
お
念
仏
の

声
と
と
も
に
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
れ
は
、
別
院

本
堂
の
内
障
に
御
忌
の
聞
だ
け
開
帳
さ
れ
る
蓮
如
上

人
御
影
に
対
面
で
き
る
喜
び
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

こ
の
御
影
は
、
文
明
七
年
(
一
四
七
五
)
吉
崎
退

去
の
折
、
見
送
り
の
門
徒
の
懇
請
に
よ
り
蓮
如
み
ず

か
ら
鏡
を
見
て
描
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
御
影
は
、
「
御
形
見
の
御
影
」
(
吉
崎
東
別
院
伝

承
と
し
て
『
長
浜
御
坊
三
百
年
誌
』
に
伝
え
る
)
、
「
身

替
わ
り
の
御
影
」
(
『
吉
崎
別
院
の
し
お
り
』
)
、
「
鏡
の
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御
影
L

(

『
等
正
寺
略
縁
起
』
)
な
ど
と
呼
ば
れ
る
ご
と

く
、
蓮
如
の
生
き
写
し
の
絵
像
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ

て
き
た
。
生
身
の
蓮
如
上
人
そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ

い
だ
ろ
、
7
0

御
影
と
対
面
す
る
こ
と
に
よ
り
、
蓮
如
の
遺
徳
を

偲
ぴ
、
蓮
知
に
対
す
る
熱
狂
的
信
仰
を
表
明
す
る
の

で
あ
る
。
説
教
、
法
座
の
合
い
聞
に
お
念
仏
の
声
高

ら
か
に
蓮
如
御
影
の
前
に
ぬ
か
ず
く
お
年
寄
(
特
に

老
女
)
の
姿
が
多
い
。

礼
拝
の
対
象
と
な
る
蓮
如
御
影
は
、
平
素
は
京
都

の
東
本
願
寺
宝
蔵
に
大
切
に
奉
安
さ
れ
て
い
る
。
明

治
期
の
東
本
願
寺
の
様
子
を
記
し
た
『
大
谷
寺
誌
L

に
よ
れ
ば
、

一

、

慧

燈

大

師

影

像

一

幅

讃
文
(
省
略
)

裏
書
ハ
教
如
上
人
染
筆
、
毎
年
大
師
ノ
祥
月
吉
崎

別
院
へ
奉
送
ス

〈

mv

と
あ
る
。
蓮
如
御
影
が
吉
崎
別
院
へ
下
向
さ
れ
る
こ

と
が
明
治
期
に
は
す
で
に
恒
例
と
な
り
「
毎
年
」
と

記
さ
れ
る
ほ
ど
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て

いヲ令。な
お
、
「
慧
燈
大
師
L

と
い
う
の
は
蓮
如
の
詮
号
で

あ
る
。
浄
土
真
宗
に
お
い
て
、
祖
師
親
驚
(
見
真
大

師
、
明
治
九
年
十
一
月
二
十
八
日
下
賜
)
と
と
も
に

大
師
号
の
宣
旨
を
い
た
だ
い
た
(
明
治
十
五
年
三
月

二
十
三
日
下
賜
)
。
こ
れ
を
一
記
念
し
て
、
東
西
両
本
願

寺
聞
で

J
旦
旨
奉
送
迎
」
と
い
う
年
中
行
事
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。

「
宣
旨
奉
送
迎
」
と
は
、
見
真
・
慧
燈
両
大
師
の

宣
旨
を
東
西
の
本
願
寺
が
交
替
で
保
管
す
る
の
で
あ

る
が
、
毎
年
交
互
に
宣
旨
の
や
り
と
り
を
す
る
も
の

で
あ
る
。
官
一
旨
を
お
送
り
し
た
り
、
お
迎
え
し
た
り

す
る
も
の
だ
が
、
宣
旨
を
運
ぶ
時
に
は
、
威
儀
を
正

し
て
う
や
う
や
し
く
吉
一
旨
の
入
っ
た
幽
を
運
ぶ
の
で

あ
的
。
本
願
寺
に
お
け
る
宗
祖
と
中
興
の
祖
に
対
す

る
祖
師
信
仰
が
生
み
出
し
た
真
宗
独
自
の
年
中
行
事

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
、
7
0

さ
て
、
蓮
如
忌
に
先
立
つ
こ
と
一
週
間
、
四
月
十

七
日
の
昼
東
本
願
寺
よ
り
蓮
如
御
影
が
輿
に
乗
せ
ら

れ
て
、
下
向
の
道
を
歩
ま
れ
る
。
輿
と
い
っ
て
も
リ

ヤ
カ
ー
仕
立
て
の
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
輿
は
、
約
一

O
人
の
僧
俗
に
守
ら
れ
て
、

一
路
士
口
崎
へ
と
道
中
を
続
け
る
。

現
在
の
下
向
コ

l
ス
は
、
東
本
願
寺
を
出
て
、
烏

丸
通
り
を
三
条
ま
で
上
り
、
京
津
街
道
・
西
近
江
路

を
巡
っ
て
い
く
。
福
井
県
内
に
入
れ
ば
、
木
ノ
芽
峠

を
越
え
て
今
庄

へ
ぬ
け
る
。
北

陸
街
道
を
北
上

し
て
吉
崎
の
別

院
へ
入
る
。

御
忌
の
期
間

中
、
蓮
如
御
影

は
開
帳
さ
れ
、

万
人
の
礼
拝
を

受
け
る
こ
と
と

な
る
。
東
本
願

寺
出
発
時
の

「
お
腰
延
ば
し

の
儀
L

と
吉
崎

別
院
で
の
み
開

帳
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
蓮
如

御
影
の
神
秘
性

を
高
め
る
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
い
わ
ば
、

カ
リ
ス
マ
性
向
上
の
一
因
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

五
月
二
日
に
御
忌
が
終
わ
る
と
、
蓮
如
御
影
は
下

向
路
を
戻
っ
て
い
く
。
今
庄
ま
で
は
下
向
の
逆
路
を

た
ど
る
が
、
そ
こ
よ
り
コ

l
ス
を
か
え
て
栃
ノ
木
峠
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を
越
え
て
、
北
国
街
道
・
中
仙
道
を
通
る
。
大
津
よ

り
は
下
向
路
の
道
中
を
進
む
。
そ
し
て
、
東
本
願
寺

へ
と
一
戻
っ
て
く
る
(
こ
の
間
八
日
間
)
。

途
中
、
一
一

O
余
ケ
所
の
寺
院
・
道
場
・
門
徒
の

家
に
立
ち
寄
る
。
各
立
寄
所
に
お
い
て
は
、
盛
大
に

蓮
如
忌
法
要
が
営
ま
れ
る
。
そ
の
法
要
は
次
の
順
で

行
わ
れ
る
。

山
読
経
(
正
信
偏
あ
る
い
は
嘆
仏
偽
・
短
念
仏
・

三
首
和
讃
・
願
以
廻
向
)

ω随
行
の
布
教
師
の
説
教

ω参
詣
者
の
焼
香

な
お
、
泊
ま
り
の
宿
で
は
、
法
要
後
も
通
夜
で
説
教

が
く
り
か
え
し
聞
か
れ
る
。

こ
の
行
事
は
、
普
通
寸
レ
ン
ニ
ョ
サ
ン
」
・
寸
蓮
如

忌
」
と
も
呼
ば
れ
、
厳
粛
に
門
徒
の
手
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
る
。
吉
崎
東
別
院
に
勤
め
る
門
徒
世
話

方
の
手
に
よ
っ
て
、
行
事
の
計
画
・
随
員
の
選
出
な

ど
が
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
行
事
運
営
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
は
門
徒
側
に
あ
る
と
い
え
る
。

道
中
の
随
員
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
(
昭
和

四
十
六
年
当
時
)
。

山
蓮
如
御
影
を
巡
行
す
る
に
あ
た
っ
て
の
責
任

者
で
あ
る
「
宰
領
」
一
名

蓮
如
信
仰
の
一
考
察

御
影
を
運
ぶ
「
供
奉
」
六
名

本
山
か
ら
特
別
に
派
遣
さ
れ
る
寸
随
行
布
教

師
」
一
名

こ
の
八
名
が
一
丸
と
な
っ
て
御
影
を
守
り
、
京
都
・

士
口
崎
聞
を
徒
歩
で
御
輿
(
蓮
如
御
影
を
入
れ
た
御
箱

が
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
)
を
引
き
引
き
道
中
す
る

わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
「
供
奉
」
を
「
お
供
人
し
と
も

呼
ぴ
、
「
随
行
布
教
師
」
は
正
式
に
は
「
特
別
教
導
し

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

御
輿
は
、
吉
崎
・
京
都
聞
を
運
ぶ
輿
と
一
部
区
間

を
運
ぶ
輿
の
二
種
が
あ
る
。
京
都
か
ら
敦
賀
あ
た
り

ま
で
は
リ
ヤ
カ
ー
仕
立
て
の
こ
じ
ん
ま
り
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
今
庄
・
武
生
・
福
井
・
細
呂
木
の
各
所

の
輿
は
、
目
に
も
あ
ざ
や
か
な
八
柱
入
母
屋
造
り
の

一
暢
一
欝
勧
雛
雛
鋤
鴎
勝
機
醐
L
h
j

素
晴
ら
し
い
も
の
で

繍
輔
嬢
機
鱗
鶴
一
¥
J
あ
る
。
士
口
崎
に
近
づ

機
観
樹
類
縁
務
脳
鶴
一
一
一
…
一
…
く
に
従
っ
て
だ
ん
だ

P
務

鐙

機

…

Jib--、
ん
豪
華
に
な
っ
て
い

V

議
選
戸
線
鶴
麟
醐
賜

γ
…………1
N…
山
一
く
輿
を
見
る
だ
け
で

麟
離

E
F臨

も
、
今
も
蓮
如
を
慕

)
(
鋭
機
議
凶
掴
遭
遇
週
連
関
、
つ
北
陸
門
徒
の
熱
意

を
読
み
取
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。

御
輿
を
引
く
随
員
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
越
前

(3) (2) 

うzい|
ごう四
よ名
7 
に金

沢
現|
在ー
で 1
は二
ほ名
lま
決小
ま松
つ|
てー

るこ
と名
いと

江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
行
事
隆
興
期
・

最
盛
期
に
は
、
北
陸
の
地
か
ら
選
ば
れ
る
ば
か
り
で

な
く
、
近
江
・
京
都
・
大
阪
の
地
か
ら
も
道
中
の
希

望
者
が
出
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
現
在
も
北
陸

以
外
の
地
域
よ
り
の
参
加
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら

も
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
蓮
如
が
吉
崎
退
去
後
建
て
た
山
科
御
坊
へ

通
ず
る
諸
街
道
の
途
中
に
は
、
大
津
・
京
都
・
大
阪
・

遠
く
は
江
戸
の
巡
拝
講
の
議
中
の
手
に
よ
っ
て
、

「
蓮
如
上
人
御
旧
跡
地
是
よ
り
五
町
L

と
い
う
よ
う
な
道
標
が
現
在
で
も
散
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
道
標
は
、
単
に
街
道
の
道
し
る
べ
と
し
て

の
機
能
の
他
に
、
蓮
如
上
人
廟
・
山
科
御
坊
な
ど
へ

の
参
拝
を
案
内
す
る
機
能
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
あ
る
道
標
な
ど
は
、
蓮
如
ゆ
か
り
の
真

宗
寺
院
へ
の
巡
拝
の
た
め
に
の
み
建
て
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
参
拝
講
の
存
在
や
道
標
の

特
異
性
な
ど
か
ら
、
広
く
信
仰
を
集
め
、
全
国
各
地

よ
り
参
詣
す
る
人
々
が
い
た
で
あ
ろ
う
。

現
在
で
も
北
陸
の
門
信
徒
に
あ
っ
て
は
、

生
σ〉
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う
ち
で
一
度
は
参
加
し
て
道
中
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
事
は
、
吉
崎
別
院
に
と
っ
て
比
重
の
大
き
い
行
事
と

い
と
望
み
、
道
中
が
叶
わ
な
け
れ
ば
、
御
輿
を
引
く
綱
い
え
る
。
こ
の
期
間
中
、
全
国
よ
り
寄
せ
ら
れ
る
門

に
少
し
で
も
触
り
た
い
と
願
う
。
ま
た
、
士
口
崎
御
坊
に
信
徒
の
奏
銭
に
よ
っ
て
別
院
経
営
の
大
半
を
充
て
て

参
詣
し
て
「
蓮
如
さ
ん
」
を
拝
み
た
い
と
願
う
善
男
い
る
こ
と
や
、
「
蓮
如
忌
」
の
期
聞
が
親
驚
忌
の
八
日

善
女
は
非
常
に
多
い
。
吉
崎
ま
で
は
遠
白
く
て
参
詣
で
間
よ
り
長
(
十
日
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
当
別
院

き
な
い
人
々
の
た
め
に
近
く
の
寺
院
に
参
拝
す
る
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
行
事
・
法
会
で
あ
る
こ
と
が

寸
近
吉
崎
」
と
い
う
風
習
も
今
だ
に
残
っ
て
い
旬
。
わ
か
る
。

こ
う
し
た
情
熱
は
、
近
世
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
行
事
の
起
源
は
い
つ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
蓮
如
の
教
化
を
受
け
た
土
地
柄
、
蓮
如
へ
の
今
だ
に
確
実
な
こ
と
が
い
え
な
い
。
研
究
者
に
よ
っ

思
慕
の
念
は
北
陸
に
強
い
の
で
は
あ
る
が
、
北
陸
以
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
少
し
整
理
し
て
み
よ
う
。

外
の
土
地
、
た
と
え
ば
山
科
・
大
阪
の
御
坊
の
周
辺
ま
ず
、
蓮
如
忌
を
行
う
真
宗
大
谷
派
吉
崎
別
院
の

の
門
信
徒
に
あ
っ
て
も
強
く
望
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
伝
承
に
よ
れ
ば
、

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
レ
ン
ニ
ョ
サ
ン
」
は
ひ
と
り
北
蓮
如
上
人
御
影
は
当
山
唯
一
の
宝
物
に
し
て
教

陸
門
徒
の
蓮
如
信
仰
の
場
に
止
ま
ら
ず
、
京
都
・
大
如
上
人
御
讃
及
御
裏
書
あ
り
、
六
十
一
オ
一
二
人

阪
・
近
江
さ
ら
に
関
東
な
ど
の
真
宗
門
徒
の
信
仰
表
講
中
に
与
へ
給
へ
る
自
画
像
に
し
て
御
形
見
の
御

明
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
と
考
、
え
ら
れ
る
。
影
と
称
す
、
延
宝
年
由
あ
り
て
本
山
に
預
け
翌
年

「
レ
ン
ニ
ョ
サ
ン
」
の
正
式
な
記
録
で
あ
る
「
道
よ
り
毎
年
一
回
必
ず
京
都
よ
り
吉
崎
へ
御
下
向
相

中
日
記
」
は
、
蓮
如
御
影
の
東
本
願
寺
到
着
と
と
も
成
る
御
影
に
し
て
有
縁
の
御
尊
影
な
り
、
毎
年
四

(犯〉

に
東
本
願
寺
で
預
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
月
蓮
如
忌
に
は
一
般
の
拝
礼
を
許
さ
る
る
、

《お〉

近
世
は
も
ち
ろ
ん
明
治
大
正
期
の
様
子
を
知
る
こ
と
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
延
宝
年
間
こ
六
七
三
j

一

が
で
き
な
い
。
以
上
述
べ
て
き
た
と
お
り
推
量
の
域
六
八
ご
説
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

を

出

て

い

な

い

。

延

宝

の

頃

と

い

え

ば

、

中

島

文

男

氏

も

坪

内

晋

氏

「
蓮
如
忌
」
な
ら
び
に
「
レ
ン
ニ
ヨ
サ
ン
」
の
行
も
延
宝
五
年
二
六
七
七
)
説
で
あ
る
。
金
津
町
の

永
宮
寺
の
古
文
書
『
蓮
如
上
人
御
旧
跡
由
緒
縁
起
』

に
よ
っ
て
立
説
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
、

石
田
由
美
子
氏
が
延
宝
一
元
年
(
一
六
七
三
)
説
を
い

(訂》

わ
れ
て
い
る
。

次
に
、
坪
内
氏
は
宝
暦
二
年
(
一
七
五
二
)
の
説

も
紹
介
さ
れ
、
こ
の
説
の
方
を
認
め
て
い
る
。
特
別

教
導
(
御
影
道
中
の
特
派
布
教
師
)
を
何
度
も
さ
れ

た
中
沢
南
水
氏
も
こ
の
説
を
と
っ
て
い
る
。
永
宮
寺

に
伝
わ
る
別
の
古
文
書
に
よ
っ
て
考
察
し
た
よ
う
で

あ
る
。
森
龍
士
口
氏
も
こ
れ
に
習
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
吉
崎
別
院
の
お
膝
元
に
あ
る
願
慶
寺

の
古
記
録
を
見
る
と
、
も
う
少
し
時
代
は
さ
か
の
ぽ

ヲ。
蓮
如
上
人
真
影
本
願
寺
釈
教
如

慶
長
十
六
年
辛
稔
二
月
廿
八
日

越
前
回
坂
北
郡
細
昌
宣
郷
士
口
崎
惣
道
場

常
住
物
也

此
ノ
尊
像
ハ
ソ
レ
ヨ
リ
約
百
余
年
ヲ
経
テ
享
保
六

丑
年
八
月
二
十
八
日
ニ
願
慶
寺
ヨ
リ
本
山
へ
上
納

シ
毎
年
四
月
東
別
院
へ
御
下
向
ノ
恒
例
ト
ナ
レ
ル

有
名
ナ
ル
士
口
崎
御
忌
ノ
尊
影
是
ナ
リ
、

(珂〉

と
い
う
享
保
六
年
(
一
七
二
二
説
で
あ
る
。
こ
の

説
は
、
橋
本
鉄
男
氏
、
伊
藤
賭
覧
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の

花
押
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著
書
で
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
部
の
門
信
徒
に
は
「
特
別
教
導
」
に

さ
ら
に
、
『
吉
崎
の
む
か
し
話
』
に
は
、
承
応
二
年
対
し
て
、
蓮
如
さ
ま
の
身
が
わ
り
で
あ
り
、
さ
ら
に

(
一
六
五
三
)
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
諸
蓮
如
き
ま
そ
の
も
の
で
あ
る
と
意
識
し
て
い
泌
節

説
の
詳
細
に
つ
い
て
は
詳
説
す
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
著
書
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
蓮
如
御
影
を
運
ぶ
こ
と
は
蓮
如
に
対
す
る

い
ず
れ
に
し
て
も
、
真
宗
大
谷
派
本
願
寺
の
古
文
真
宗
独
自
の
報
恩
謝
徳
の
精
神
の
発
露
と
し
て
考
え

書
類
を
確
か
め
ら
れ
な
い
今
、
い
ず
れ
の
年
よ
り
始
ら
れ
る
が
、
民
俗
学
的
に
考
察
す
れ
ば
少
し
違
っ
た

ま
っ
た
か
と
い
う
問
題
は
た
な
あ
げ
と
し
て
、
現
在
結
論
が
導
か
れ
る
。
そ
う
し
た
真
宗
的
精
神
の
意
識

ま
で
に
提
出
さ
れ
て
い
る
諸
説
を
掲
げ
る
に
止
め
る
。
下
に
は
、
死
し
た
蓮
知
が
神
と
し
て
今
な
お
生
き
続

き
て
、
最
後
に
行
事
に
お
け
る
蓮
如
信
仰
の
意
識
け
て
お
り
、
現
在
で
も
村
々
を
巡
っ
て
こ
ら
れ
る
の

を

見

て

み

よ

う

。

だ

と

い

う

意

識

(

巡

り

神

信

仰

)

を

一

常

民

と

し

て

「
レ
ン
ニ
ョ
サ
ン
」
に
お
い
て
、
蓮
如
御
影
は
各
持
ち
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

地
を
巡
る
が
、
東
本
願
寺
と
吉
崎
別
院
の
二
ケ
所
で
巡
り
神
信
仰
と
は
い
わ
ゆ
る
「
遊
幸
信
仰
」
で
あ

し
か
開
帳
せ
ず
、
蓮
如
御
影
ひ
い
て
は
か
蓮
如
と
い
る
。
こ
の
遊
幸
信
仰
に
つ
い
て
五
来
重
氏
は
次
の
よ

う
個
人
。
の
神
秘
性
を
高
め
る
効
果
が
あ
っ
た
で
あ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ろ
う
。
ま
た
、
御
箱
(
御
影
を
収
め
た
橿
)
に
は
東
(
上
略
)
庶
民
の
保
持
す
る
原
始
的
神
観
念
は

本
願
寺
の
紋
章
付
の
朱
色
の
布
が
覆
わ
れ
、
本
山
・
い
わ
ゆ
る
遊
幸
神
・
め
ぐ
り
神
で
、
そ
の
滋
依
す

別
院
の
関
係
係
員
以
外
は
布
を
取
り
払
っ
て
御
箱
そ
る
麻
一
的
宗
教
者
(
聖
)
に
負
わ
れ
て
人
々
の
あ
い

の
も
の
に
触
れ
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
を
つ
ね
に
移
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
神

も
ま
た
、
蓮
如
の
神
秘
性

l
カ
リ
ス
マ
性
を
高
揚
さ
観
念
は
庶
民
信
仰
に
関
す
る
か
ぎ
り
諸
仏
像
・
諸

せ

る

効

果

が

あ

っ

た

で

あ

ろ

う

。

経

典

・

僧

侶

に

も

妥

当

す

る

も

の

で

、

廻

り

地

蔵

こ
の
よ
う
な
蓮
如
に
対
す
る
カ
リ
ス
マ
信
仰
が
今
や
回
村
大
般
若
・
巡
り
大
部
な
ど
の
信
仰
を
見
れ

だ
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
驚
き
に
値
す
る
。
ば
思
い
な
か
ば
に
す
ぎ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

蓮
如
信
仰
の
一
考
察

(一)

(
中
略
)
善
光
寺
に
数
多
く
の
新
仏
や
お
前
立

が
鋳
ら
れ
、
長
谷
寺
十
一
面
観
音
像
が
画
か
れ
て

き
か
ん
に
出
開
帳
し
た
こ
と
も
、
空
海
・
親
驚
・

蓮
如
の
肖
像
や
名
号
が
各
地
を
め
ぐ
る
行
事
が
あ

る
の
も
お
な
じ
庶
民
化
の
現
象
と
し
て
証
明
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

と
述
べ
て
い
材
が
、
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

カ
リ
ス
マ
信
仰
や
遊
幸
信
仰
と
結
び
つ
い
た
真
宗

独
自
の
信
仰
表
明
が
「
レ
・
ン
ニ
ョ
サ
ン
」
と
い
う
行

事
に
あ
ら
わ
れ
て
、
門
信
徒
の
蓮
如
信
仰
と
し
て
発

露
し
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
真
宗
の
場
合
で

は
信
仰
生
活
の
さ
ら
な
る
発
展
す
な
わ
ち
真
宗
信
仰

の
深
化
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ト
守

7
。

内王

(
1
)

こ
の
項
、
森
龍
吉
著
『
蓮
如
』
、
百
瀬
明

治
著
『
大
実
業
家
・
蓮
如
』
、
菊
村
紀
彦
編
『
親

鷺
辞
典
』
蓮
如
の
項
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

(2)

『
日
本
思
想
大
系
』
幻
祖
徳
学
派

一
二
四
頁
。

(3)

た
と
え
ば
、
森
龍
吉
氏
・
佐
々
木
孝
正

氏
な
ど
の
諸
論
究
は
見
る
べ
き
も
の
が
多
い

と
思
わ
れ
る
。
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(4)

『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
「
蓮
如
と

そ
の
教
団
」
解
説
九
頁

(5)

「
本
福
寺
由
来
記
」
『
真
宗
史
料
集
成
』

第
二
巻
六
六
一
頁

(6)

伊
藤
賭
覧
著
「
蓮
如
忌
と
山
遊
び
」
『
仏

教
民
俗
学
大
系
』
六
仏
教
年
中
行
事
二

O
一
頁

な
お
、
筆
者
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
越
前

に
お
い
て
、
三
国
町
智
敬
寺
・
西
光
寺
・
川

尻
性
光
坊
な
ど
に
お
い
て
蓮
如
忌
が
あ
る
と

同
書
は
報
告
し
て
い
る
。

(7)

『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
「
蓮
如
忌

と
そ
の
教
団
L

解
説
三
三
頁

(8)

『
真
宗
新
辞
典
』
五
二

O
頁

(9)

「
第
八
祖
御
物
語
空
善
聞
書
」
に
、

オ
レ
ホ
ド
名
号
カ
キ
タ
ル
人
ハ
日
本
ニ
ア

ル
マ
シ
キ
ソ
、
ト
仰
候
キ

と
、
蓮
如
自
身
が
讃
え
て
い
る
。

『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
「
蓮
如
と
そ
の

教
団
」
四
二
三
頁

(
叩
)
こ
の
項
、
森
龍
士
口
著
『
蓮
如
』
・
千
葉
乗

隆
著
「
越
前
と
真
宗
」
『
福
井
県
の
地
名
』

付
録
「
歴
史
地
名
通
信
L

9
ー
な
ど
を
参
考

に
し
た
。

(
日
)
文
明
五
年
二
月
八
日
御
文
(
章
)

『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
一
五
五
頁

(
ロ
)
文
明
五
年
八
月
二
日
御
文
(
章
)

同
右
書
一
五
八
頁

(
日
)
文
明
五
年
八
月
十
二
日
御
文
(
章
)

同
右
書
一
五
九
頁

(M)

文
明
六
年
正
月
二
日
御
文
(
章
)

同

右

書

一

八

五

頁

・

(
日
)
同
日
御
文
(
章
)
(
H
)
と
同
じ

(
日
)
同
日
御
文
(
章
)

(

H

)

と
同
じ

(
口
)
同
日
御
文
(
章
)
(
日
)
と
同
じ

(
日
)
故
佐
々
木
孝
正
著
寸
本
願
寺
の
葬
制
」

(
『
大
谷
学
報
』
四
九
・
三
七
二
百
〈
)

後
に
『
仏
教
民
俗
史
の
研
究
』
に
所
収
。

(
日
)
「
第
八
祖
御
物
語
空
善
聞
書
」

『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
四
三
三
頁

(
加
)
こ
の
項
、
故
佐
々
木
孝
正
氏
の
『
仏
教

民
俗
史
の
研
究
』
を
参
考
に
し
た
。

(
幻
)
『
宗
教
学
辞
典
』
小
口
偉
一
・
堀
一
郎

監

修

六

二

0
1
六
二
二
頁

(
幻
)
た
と
え
ば
、
大
桑
斉
氏
の
「
中
世
末
期

に
お
け
る
蓮
如
像
の
形
成
|
願
徳
寺
実
倍
の

場
合
|
」
(
『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
第
二
十

八
集
所
収
)
な
ど
が
あ
る
。

(
お
)
「
第
八
祖
御
物
語
空
善
物
語
」

『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
四
三
七
頁

(M)

「
キ
ョ
ウ
ニ
ョ
サ
ン
」
に
つ
い
て
は
、

『
巡
り
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

l
遊
行
仏
の
研

究
』
に
お
い
て
松
崎
憲
三
氏
が
報
告
し
て
い

る
(
問
書
一
七
九

i
一
九
四
頁
)
。

「
ジ
ョ
ウ
ニ
ヨ
サ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
寸
能

登
の
御
影
巡
回
歓
喜
光
院
御
崇
敬
と
そ
の

背
景
|
」
(
『
加
能
民
俗
研
究
』
十
六
所
収
)

に
お
い
て
西
山
郷
史
氏
が
報
告
し
て
い
る

(
同
書
一
九
j
二
九
頁
)
。

ま
た
、
近
江
地
方
に
は
「
キ
ョ
ウ
ニ
ョ
サ

ン
L

・
「
タ
ツ
ニ
ヨ
ザ
ン
」
が
そ
れ
ぞ
れ
巡
回

し
て
い
る
こ
と
を
『
日
本
の
民
俗
』
お
滋
賀

ー
に
お
い
て
、
橋
本
鉄
男
氏
は
報
告
し
て
い

る
(
同
書
一
六
五
i
一
六
七
頁
)
。

以
上
、
日
に
つ
い
た
も
の
を
い
く
つ
か
あ

げ
た
が
、
そ
れ
以
外
で
も
行
事
は
実
施
さ
れ

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
先
輩
諸
氏
の
ご

教
示
を
お
願
い
し
た
い
。

(
お
)
県
内
の
も
の
に
限
れ
ば
、
中
島
文
男
著

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



69 

「
蓮
如
忌
と
道
中
の
習
俗
」
(
『
、
ぇ
ち
ぜ
ん
わ

か
さ
』
第
二
号
所
収
)
や
坪
内
晋
著
『
蓮
如

上
人
御
影
供
奉
記
』
・
「
蓮
師
の
道
」
(
『
真
宗

研
究
』
泊
所
収
)
な
ど
が
あ
る
。

(
出
)
(
お
)
の
他
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。
筆
者
の
看
見
の
範
囲
で
あ
る
。

中
沢
南
水
著
『
長
浜
御
坊
三
百
年
誌
』

網
田
義
雄
著
『
越
前
真
宗
誌
』

橋
本
鉄
男
著
『
日
本
の
民
俗
』
お
「
マ
ワ
リ

ボ
ト
ケ
L

の
項
。
な
お
、
氏
に
は
「
レ
ン
ニ
ヨ

ッ
サ
ン
覚
書
」
が
あ
る
。

松
崎
憲
二
著
『
巡
り
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

l
遊

行
仏
の
研
究
|
』

伊
藤
賭
覧
著
「
蓮
知
忌
と
山
遊
び
」
(
『
仏
教

民
俗
学
大
系
』

6
)

以
上
の
著
書
・
報
告
を
中
心
に
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
訂
)
『
士
口
崎
写
真
集
並
寺
誌
』
(
願
慶
寺
蔵

版
、
昭
和
八
年
)
に
は
、

「
吉
崎
蓮
如
忌
ヲ
吉
崎
祭
ト
呼
ビ
最
モ
賑

栄
ヲ
極
メ
シ
寛
文
年
中
ヨ
リ
貞
享
元
禄
時
代

ニ
カ
ケ
」
と
あ
る
(
同
書
九
頁
)
。
な
お
、
中

島
文
男
氏
も
別
の
古
文
書
で
「
吉
崎
祭
」
を

蓮
如
信
仰
の
一
考
察

け

紹
介
し
て
い
る
。

(
却
)
こ
の
項
、
中
島
文
男
氏
の
「
蓮
如
忌
と

道
中
の
習
俗
」
(
『
え
ち
ぜ
ん
わ
か
さ
』
第
二

号
所
収
)
を
参
考
に
し
た
。

(
却
)
鈴
木
信
雄
著
『
大
谷
寺
誌
』
仏
像
の
部

明
治
三
十
四
年
刊
。

(
却
)
川
島
真
量
著
『
大
谷
派
本
願
寺
伝
統
行

事
』
昭
和
五
十
二
年
刊
。
五
二

i
五
四
頁
。

な
お
、
『
真
宗
新
辞
典
』
に
も
「
各
派
年
中
行

事
一
覧
」
と
し
て
、
四
月
一
日
に
「
官
一
旨
奉

送
迎
(
の
)
儀
」
が
掲
っ
て
い
る
。

(
担
)
金
津
町
の
永
宮
寺
住
職
(
当
時
)
太
堂

宗
栄
氏
の
ご
教
一
示
に
よ
る
。
ち
な
み
に
、
昭

和
四
十
六
年
当
時
の
国
別
参
加
者
の
構
成
は
、

越
前
八
名
・
加
賀
八
名
・
近
江
|
二
名
・

京
都
大
阪
|
各
一
名
で
あ
っ
た
。

(
詑
)
高
道
正
信
氏
は
そ
の
著
『
蓮
如
』
に
お

い
て
大
聖
寺
に
あ
る
と
い
う
が
、
福
井
市
の

川
西
地
区
で
も
「
近
吉
崎
し
の
張
り
紙
が
見

ら
れ
る
。

四
月
二
十
三
日

五

月

二

日

ひ
る
一
時
よ
り

正
午
ま
で

近・御
吉・真
崎・影
こ御
と開

(帳
坂

点井説
筆郡教
者智三
加敬国御
之寺町絵
) 台解

き

(
お
)
当
時
の
吉
崎
東
別
院
副
輪
番
で
あ
っ
た

菅
野
鉄
念
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

現
在
、
随
行
の
人
々
は
別
院
よ
り
配
布
の

「
道
中
日
記
」
を
持
っ
て
巡
る
が
、
そ
れ
と

性
格
は
異
な
り
本
山
へ
納
め
る
正
式
な
報
告

書
で
あ
ろ
、
7
0

(
出
)
中
沢
南
水
氏
・
坪
内
晋
氏
に
よ
れ
ば
、

最
初
は
三
昼
夜
で
執
行
さ
れ
、
次
第
に
長
く

な
り
十
日
間
に
ま
で
延
長
さ
れ
勤
行
が
勤
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

(
お
)
吉
崎
東
別
院
発
行
の
『
参
拝
の
し
お
り
』

に
書
か
れ
て
お
り
、
一
応
の
目
安
と
な
る
。

(
お
)
永
宮
寺
は
、
中
島
氏
・
坪
内
氏
の
紹
介

し
た
通
り
、
坂
井
郡
川
北
の
一
二
人
講
の
講

坊
主
で
あ
っ
た
寺
院
で
あ
り
、
蓮
如
御
影
を

一
時
預
か
っ
て
い
た
由
緒
の
た
め
、
こ
こ
で

上
が
っ
た
奏
銭
は
「
レ
ン
ニ
ョ
サ
ン
」
の
随

行
員
が
集
め
ら
れ
な
い
事
に
な
っ
て
い
る
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若
越
郷
土
研
究

四
巻
四
号

(
太
子
堂
宗
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
)
。
そ
の
事

は
元
の
持
ち
主
へ
の
配
慮
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ、
7
。

(
幻
)
「
旅
と
伝
承
蓮
如
上
人
御
下
向
見
聞

記
」
(
『
真
宗
』
昭
和
六
十
三
年
六
月
号
所
載
)

に
お
い
て
、
「
今
年
は
三
百
十
五
回
目
と
い

う
。
」
と
し
て
石
田
氏
は
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
氏
は
三
河
絵
解
き
研
究
会
の
会
員

で
あ
り
、
東
本
願
寺
が
特
別
編
成
し
た
蓮
如

上
人
絵
伝
調
査
研
究
班
の
一
員
で
も
あ
る
。

(
お
)
(
幻
)
参
照
の
こ
と

(
却
)
中
沢
南
水
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

な
お
、
特
別
教
導
の
役
目
は
、
各
地
で
説

教
す
る
こ
と
に
よ
り
、
門
信
徒
の
教
義
の
理

解
を
深
め
さ
せ
る
。
ま
た
、
真
宗
再
興
の
祖

蓮
如
の
ご
遺
徳
を
し
の
ば
せ
る
と
同
時
に
真

宗
本
来
の
信
仰
意
識
を
高
め
る
。
以
上
二
点

が
そ
の
役
割
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
来
、
随

行
す
る
教
導
は
付
か
ず
、
後
世
、
本
山
の
方

で
付
け
た
と
い
う
事
で
あ
る
が
、
い
つ
か
ら

で
あ
る
か
は
不
詳
で
あ
る
。

(
川
町
)
五
来
重
編
著
『
元
興
寺
極
楽
坊
中
世

庶
民
信
仰
資
料
の
研
究
』
地
上
発
見
物
篇

一
七
頁
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